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今月のみどころ
・年頭のごあいさつ
・ 峡南北部二病院統合協議会を
設置
・国文祭やまなし 2013
　和太鼓の祭典開催
【くらしのカレンダー】
・水道凍結防止にご協力を
・火災警報器を取付けよう

「蛍雪の功」積む
（12月７日席書き大会に向けて　増穂中）



迎
春
迎
春
迎
春

未
来
に
向
け
て

　
　

町
政
が
飛
躍
す
る
年
に

富
士
川
町
長　

志　

村　
　
　

学

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
、
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
快
適
な
環
境
で
の
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
町
内
の
小
中
学
校
の
全
て
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
第
四
保
育
所
の
大
規
模
改
修
工
事
も
終
わ
り
、
子
供
た
ち
の
教
育
面
及
び
生
活
面
に
つ
い
て
の
サ
ポ
ー
ト

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
玄
関
口
と
な
り
ま
す
青
柳
町
東
部
地
域
の
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
規
模
集
客
施
設
の
入
居
者
も
決
定
し
ま
し
た
。
町

が
実
施
す
る
「
道
の
駅
ふ
じ
か
わ
」
の
本
体
工
事
に
も
着
手
し
、
中
部
横
断
自
動
車
道
が
開
通
す
る
1
年
前
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
現

在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
峡
南
地
域
の
医
療
確
保
に
つ
い
て
、
町
か
ら
厚
生
労
働
省
へ
鰍
沢
病
院
の
譲
渡
要
望
を
行
い
、
こ
れ
を
受
け
同
省
か
ら

R
F
O
へ
の
譲
渡
指
示
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
川
三
郷
町
と
富
士
川
町
か
ら
な
る
、
新
た
な
組
織
に
お
い
て
取
得
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
完
結
型
医
療
の
実
現
に
向
け
、
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
1
月
か
ら
文
化
の
祭
典
で
あ
り
ま
す
、
第
28
回
国
民
文
化
祭
が
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
本
町
で

は
1
月
19
・
20
日
に
、
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
、
和
太
鼓
の
祭
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
全
国
か
ら
21
の
団
体
、

県
内
か
ら
14
の
団
体
が
出
場
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
4
月
21
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
、
山
車
巡
行
祭
り
に
つ
き
ま
し
て
も
、
企
画
委
員
の
皆

さ
ま
を
中
心
に
万
全
な
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
詳
細
ル
ー
ト
が
こ
の
秋
に
も
発
表
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
富
士
川
町
は
、
そ
の
ル
ー
ト
上
に
あ

り
ま
す
の
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
分
断
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
町
の
指
針
と
な
り
ま
す
、
富
士
川
町
第
一
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
様
々
な
事
業
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
こ
の
総
合
計
画
で
は
「
地
域
で
で
き
る
こ
と
」「
地
域
と
行
政
で
で
き
る
こ
と
」「
行
政
が
す
る
こ
と
」
の
3
つ
に
大
別
し
、
町

民
の
皆
様
方
と
共
に
町
政
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
本
町
の
更
な
る
躍
進
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
同
時
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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希
望
に
満
ち
た

　
　

安
全
安
心
な
年
に

富
士
川
町
議
会
議
長　

芦　

澤　

益　

彦

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
、
議
長
と
い
う
要
職
に
つ
き
ま
し
て
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
就
任
以
来
、
町
政
の
進
展
と
円
滑
な
議
会

運
営
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
尽
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
町
議
会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
温
か
い
ご
指
導
、
ご
厚
情
に
対
し
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

暮
れ
に
は
第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
枠
組
み
の
中
で
誕
生
し
た
政
権
に
は
、景
気
回
復
や
外
交
問
題
、

震
災
復
興
支
援
な
ど
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
議
会
像
が
求
め
ら
れ
る
中
、
当
議
会
で
は
休
日
議
会
や
地
域
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
活
発
に
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
議
員
研
修
で
は
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
お
け
る
津
波
被
害
を
目
の
当
り
に

し
、
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
対
策
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
峡
南
北
部
の
地
域
医
療
再
生
に
つ
い
て
は
、
勉
強
会
や
議
論
を
幾
度

も
重
ね
、
町
の
鰍
沢
病
院
購
入
を
了
承
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
諸
事
業
に
対
し
て
も
慎
重
な
審
議
を
通
し
て
積
極
的
な
町
づ
く
り
を

支
援
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
工
事
が
進
む
中
、
大
型
店
の
出
店
や
道
の
駅
な
ど
東
部
地
域
の
開
発
も
進
捗
す
る
傍
ら
、
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
ル
ー
ト
も
見
え
て
き
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
、
議
会
改
革
の
集
大
成
と
し
て
議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
た
議
論
を
重
ね
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
が
町
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
更
な
る
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸

せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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第
一
回
協
議
会
で
は
、
会
長
・
副

会
長
の
選
任
が
行
わ
れ
、
会
長
に
久

保
市
川
三
郷
町
長
、
副
会
長
に
志
村

富
士
川
町
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
久
保
会
長
就
任
あ
い
さ
つ
で
、「
新

た
な
経
営
母
体
に
よ
る
新
病
院
の
開

院
予
定
時
期
は
平
成
26
年
4
月
1
日

で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
、
本
年
度
中

に
は
、
新
た
な
経
営
形
態
を
決
定
す

る
と
と
も
に
、
新
病
院
に
お
け
る
人

事
管
理
や
管
理
運
営
、
財
務
会
計
な

ど
の
方
針
を
取
り
ま
と
め
た
病
院
統

合
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
新
病
院

の
設
置
に
向
け
た
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
両
町
の
議
員
、
学
識
経
験

者
お
よ
び
二
病
院
関
係
者
、
山
梨
大

学
医
学
部
附
属
病
院
関
係
者
か
ら
選

ば
れ
た
委
員
の
委
嘱
状
の
交
付
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
協
議
会
の
設
置
に
至

る
経
緯
、
協
議
会
設
置
・
運
営
要
領

お
よ
び
関
係
規
程
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

●
協
議
会
の
協
議
項
目
に
つ
い
て

　
協
議
項
目
は
、
設
置
に
関
す
る
こ

と
、
人
事
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
管

理
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
財
務
会
計

に
関
す
る
こ
と
、
の
4
分
野
14
項
目

を
協
議
し
て
行
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

●
統
合
協
議
の
手
順
お
よ
び
工
程
に

つ
い
て

　
統
合
協
議
の
手
順
お
よ
び
工
程
に

お
い
て
は
、
3
月
末
ま
で
に
、
基
本

計
画
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
、

設
立
母
体
で
あ
る
一
部
事
務
組
合
を

平
成
25
年
4
月
に
設
置
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

●
統
合
病
院
の
経
営
形
態
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

　
病
院
の
経
営
形
態
で
は
、

・
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
を
適
用

し
※
一
部
事
務
組
合
が
管
理
運
営
主

体
と
す
る
も
の
。

・
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
を
適
用

し
一
部
事
務
組
合
（
企
業
団
）
が
管

理
運
営
主
体
と
す
る
も
の
。

・
地
方
独
立
行
政
法
人
が
管
理
運
営

主
体
と
す
る
も
の
。

・
一
部
事
務
組
合
を
設
立
団
体
と
し

て
残
し
た
ま
ま
、
地
方
独
立
行
政
法

人
を
設
置
し
、
管
理
運
営
を
す
る
も

の
。

　
こ
の
4
類
型
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

※
一
部
事
務
組
合
と
は

　

 

複
数
の
地
方
公
共
団
体
が
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共
同
で
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
す
る
組

織
で
、
特
別
地
方
公
共
団
体
と
な

り
ま
す
。

　

11
月
30
日
、
社
会
保
険
鰍
沢
病
院
及
び
市
川
三
郷
町
立
病
院
の
経

営
統
合
に
向
け
た
協
議
を
行
う
た
め
、
峡
南
北
部
二
病
院
統
合
協
議

会
を
設
置
し
、
第
一
回
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
統
合
病
院
の
名
称
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
つ
い
て

　
統
合
病
院
の
名
称
に
関
す
る
考
え

方
で
は
、
統
合
病
院
全
体
を
表
す
名

称
と
各
医
療
施
設
（
二
病
院
）
を
表

す
名
称
を
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す
る

こ
と
と
し
、少
な
く
と
も
一
方
に
は
、

地
域
を
表
す
名
称
と
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

●
統
合
病
院
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
方

向
性
に
つ
い
て

　
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
、
医
事
会

計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
山
梨
大
学

病
院
と
診
療
情
報
連
携
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
は
、
毎
月
一
回
開
催
し
て

行
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
会
議
は
原
則
公
開
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
協
議
会
の
結
果
や
、
開
催
案
内

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
よ
り

R
F
O
へ
鰍
沢
病
院

の
譲
渡
指
示【

問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

企
画
課
病
院
設
置
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
☎
22
│
7
2
1
6

第
一
回
協
議
会
開
催

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

　
富
士
川
町
は
、
11
月
15
日
、
厚
生
労
働
大
臣
に
鰍
沢
病
院
の
譲
渡
要

望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
12
月
10
日
、
鰍
沢
病
院
を

譲
渡
対
象
施
設
に
指
定
し
、
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
施
設
整

理
機
構
（
R
F
O
）
理
事
長
に
対
し
て
、譲
渡
の
指
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
富
士
川
町
と
R
F
O
に
お
い
て
、
年
度
末
（
3
月
末
）
を

め
ど
に
、
取
得
価
格
等
の
譲
渡
条
件
の
交
渉
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
明
年
度
（
平
成
25
年
度
）
に
富
士
川
町
と
市
川
三
郷
町
で
新
た
に
設

置
す
る
団
体
が
鰍
沢
病
院
取
得
の
契
約
主
体
と
な
り
ま
す
。

峡
南
北
部
二
病
院
統
合
協
議
会
を
設
置

議　
事　
項　
目

平成 25. 1 月号　No.34（4）



富士川町職員の給与等を公表します
　富士川町職員の給料は、基本給としての給料と扶養手当や通勤手当などの諸手当から成り立ち、その職
務や責任の度合いに応じ、国・県の職員給与や民間給与などを考慮して、町議会の審議を経て「職員給与
条例」で決められています。

◎人件費の状況（平成 23年度普通会計決算）

区　分 人　口
H23.4.1 現在

歳出総額
A　千円

うち人件費
B　千円

比　率
B/A

23 年度 16,625 人 7,695,773 1,299,940 16.9％

※ 人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含まれて
います。

◎部門別職員数の状況（平成 24年 4月 1日現在）

区分 一般行政 教　　育 公営企業等 合　　計

職員数 144 人 17 人 17 人 178 人

前年比 △ 4人 △ 2人 ± 0人 △ 2人

※教育の中には、教育長が含まれています。

◎職員の初任給の状況（平成 24年 4月 1日現在）

区　　　分 富士川町 国

一　般
行政職

大学卒 172,200 円 172,200 円

高校卒 140,100 円 140,100 円

◎特別職の報酬等の状況（平成 24年 12月 1日現在）

区　　　分 給料月額等 期末手当

特　

別　

職

町　長 685,000 円   6 月期 1.9 月分

副町長 568,000 円  12 月期 2.15 月分

教育長 538,000 円  合　計 4.05 月分

◎職員の平均給料月額平均年齢の状況
（平成 24年給与実態調査）

区　　　分 一般行政職 平均年齢

富士川町役場
（一般行政職） 309,100 円 41.1 歳

◎職員給与費の状況（平成 24年度一般会計当初予算）

区　分 職員数
A

給　　与　　費　（千円）

給　料 職員手当 期末勤勉手当 合計B

24年度 157 人 575,783 69,240 206,330 851,353

一人当たりの給与費（B/A） 5,422,630 円

※ 特別職に支給される給料・報酬などは含まれていません。ま
た、職員手当には退職手当は含まれていません。

◎職員手当の状況（平成 24年 12月 1日現在）

区
分 支給月

富士川町（月分） 国（月分）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期
末
勤
勉
手
当

6 月期 1.225 0.675 1.225 0.675

（1.025） （0.875） （1.025） （0.875）

12 月期 1.375 0.675 1.375 0.675

（1.175） （0.875） （1.175） （0.875）

合　計 2.600 1.350 2.600 1.350

（2.200） （1.750） （2.200） （1.750）

退
職
手
当

年　数 自己都合 勧奨定年 自己都合 勧奨定年

勤続20年 23.5 月 30.55 月 23.5 月 30.55 月

勤続 30年 41.5 50.7 41.5 50.7 

勤続 40年 53.5 59.28 53.5 59.28

最高限度 59.28 59.28 59.28 59.28
※（　）内は、特定幹部に適用。

（平成 24年 12月 1日現在）

給　与　の　内　容
◆毎月決まって支給されるもの
※給　　料 職種や職務に応じて給与表に定める額を支給
※扶養手当 配偶者 13,000 円、その他の扶養親族 6,500 円
※住居手当  借家の場合、家賃が 12,000 円を超える時に支

給し、家賃の額に応じ最高 27,000 円まで
※通勤手当  通勤方法により異なりますが、交通機関利用の

場合、運賃 55,000 円まで支給（自動車利用者
は、通勤距離に応じ支給）

◆特殊な職務・勤務に従事したとき、実績に応じ支給される
※特殊勤務手当　 危険、困難、不快、不健康な勤務についた

とき
※時間外手当　正規の勤務時間を越えて勤務したとき

◆臨時に支給されるもの
※期末・勤勉手当　 ボーナスに相当する手当　年間 3.95 月

分
※退　職　手　当　退職時に支給
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太
鼓
の
祭
典
〜
開
催

和太
鼓
の
祭
典
〜
開
催

平成25年 1月
19日㈯・20日㈰

まほらの郷鷹座巣小林八幡太鼓
の皆さん（富士川町代表）

鰍沢ばやし保存会の皆さん（富士川町代表）

和

　観覧には、入場整理券が必要になり
ます。すでに発券は終了していますが、
当日、キャンセル者があれば、随時先
着順に座席券をお渡しします。
　入場は無料です。
　受付窓口でご確認ください。

▼観覧入場のお知らせ▼▼観覧入場のお知らせ▼

第
28
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な
し
2
0
1
3

第
28
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な
し
2
0
1
3

未来へ　響きつながれ
　甲斐富士川の鼓動

　

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
和
太
鼓
の
祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
か
ら
14
チ
ー
ム
、
県
外
か
ら
21
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
民
俗
系
、
創
作
系
の
個
性
豊
か
な
演
奏
を
披
露

し
ま
す
。

　

19
日
（
土
）
は
県
内
の
演
奏
、
20
日
（
日
）
は
、
県
外
の
演
奏
と
プ
ロ
奏
者
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
両
日
に
は
、
和
太
鼓
の
祭
典
と
同
時
開
催
と
し
て
、
文
化
ホ
ー
ル
の
外
庭
に
お
い
て
、「
祭
典
横

丁
イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
祭
典
を
盛
り
上
げ
る
目
的
で
開
催
す
る
も
の
で
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
舞
台
の
放

映
を
は
じ
め
、
和
太
鼓
の
体
験
、
原
木
太
鼓
の
体
験
、
模
擬
店
の
出
店
な
ど
、
様
々
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
体
験
の
で
き
な
い
、
楽
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

未来へ　響きつながれ
　甲斐富士川の鼓動

平成 25. 1 月号　No.34（6）



▼
臨
時
駐
車
場
（
利
根
川
公
園
駐
車
場
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有
り
／
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

会
場
▼
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
芝
生
広
場

「
祭
典
横
丁
イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば
」
の
ご
案
内

同時開催
▼
臨
時
駐
車
場
（
利
根
川
公
園
駐
車
場
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有
り
／
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

同時開催
　ますほ文化ホールの外庭（芝生
広場）では、次の内容のイベント
が行われます。

【19日（土）10：00～ 16：00】
・大型モニターでの放映
・原木太鼓の体験コーナー
・模擬店コーナー
・物産お土産コーナー
・太鼓の達人大会

【20日（日）10：00～ 16：00】
・大型モニターでの放映
・原木太鼓の体験コーナー
・和太鼓ワークショップ
・バルーン体験コーナー
・昔の遊びコーナー
・模擬店コーナー
・物産お土産コーナー

ちょっと詳しく…

※　 和太鼓ワークショップでは、
実際の太鼓をたたき、簡単な
演奏を体験します。先着 40
名を予定しており、参加者に
は、記念品を贈呈します。ど
なたでも参加できます。

※　 原木太鼓の体験では、実際に
原木の中に入れます。太鼓の
振動を体験してみませんか。

※　 バルーン、昔の遊びコーナー
では、体験工作した品をお土
産として持ち帰れます。

※　 模擬店コーナーでは、郷土料
理の「みみ料理」
など様々なブース
が出店されます。

会
場
▼
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
芝
生
広
場

「
祭
典
横
丁
イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば
」
の
ご
案
内

大型モニターで舞台を放映します。

　19日（土）のみ、特別記念企画として、
ゲームでおなじみの「太鼓の達人」大会
を開催します。
　受付は当日で、上位高得点者の方には、
大会記念品を贈呈します。
　参加は自由で、もちろん無料で演奏で
きます。ルールなどは、当日受付にてご
確認ください。

問い合わせ先：国民文化祭富士川町実行委員会事務局（教育委員会内）　☎ 0556－22－5361

司会は「山梨住みます芸人」の
「ぴっかり高木といしいそうたろう」
司会は「山梨住みます芸人」の

「ぴっかり高木といしいそうたろう」
吉本芸人の
お二人が

イベント広場を
盛り上げます。

吉本芸人の
お二人が

イベント広場を
盛り上げます。
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確定申告の準備はお早めに

　
今
年
も
、
所
得
税
と
町
・
県
民
税

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）

の
申
告
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

申
告
は
あ
な
た
の
町
・
県
民
税
、
国

保
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
を
決
定
す

る
も
と
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
福
祉

や
学
校
関
係
等
の
申
請
の
際
に
必
要

と
な
る
諸
証
明
の
基
礎
と
な
る
も
の

で
す
。
早
め
に
準
備
を
し
て
、
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
町
で
行
う
地
区
別
の
申
告

相
談
日
程
は
、
広
報
ふ
じ
か
わ
2
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
、

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
申
告
書
を
郵

送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
※
注
】
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
、

申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
方
は
、

「
控
」
に
つ
い
て
も
必
ず
ボ
ー
ル
ペ

ン
等
で
記
載
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

忘
れ
ず
に
同
封
し
て
下
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
時
期
は
、
税

務
署
を
始
め
、
役
場
税
務
課
の
窓
口

が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
し
か
し
、
e

–
T
a
x
（
電
子
申
告
）
を
利
用
す

る
と
、
自
宅
や
会
社
に
い
な
が
ら
簡

単
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
e
–
T
a
x
か
ら
申
告
す
る

と
、
源
泉
徴
収
票
や
医
療
費
の
領
収

書
の
添
付
が
省
略
で
き
る
※
ほ
か
、

最
高
で
3
，0
0
0
円
の
税
額
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平

成
19
年
か
ら
平
成
24
年
分
の
間
で
い

ず
れ
か
1
回
）

　
な
お
、
e
–
T
a
x
で
の
申
告
に

は
、
電
子
証
明
書
（
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
）
の
取
得
と
I
C
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
事
前
に
準
備
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
の
取
得
は
、
役
場
町

民
生
活
課
戸
籍
担
当
窓
口
で
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
と
併
せ
て
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
手
数
料
が
必
要
で

す
）

※ 

た
だ
し
、
確
定
申
告
期
限
か
ら
5

年
間
、
税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出

ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
鰍
沢
税
務
署　
☎
22
│
3
1
9
1

　
ま
た
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

確定申告の準備はお早めに

　
税
に
関
す
る
作
品
の
優
秀
賞

「
親
子
で
考
え
る
税
に
関
す
る
標
語
」

◆
鰍
沢
税
務
署
長
賞

　
税
金
は
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
の
サ
ポ
ー
タ
ー

 

大
野　
　
昴
（
増
穂
小
6
年
）　

◆
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
長
賞

　
毎
日
通
う
あ
の
道
も
毎
日
通
る
あ
の
橋
も
み
ん
な
税
金
で
で
き
て
い
る

 

保
坂
あ
ゆ
美
（
鰍
沢
中
部
小
6
年
）

中
学
生
の
税
の
作
文
（
題
名
掲
載
）

◆
鰍
沢
税
務
署
長
賞

　
税
の
使
い
道 

望
月　
香
奈
（
増
穂
中
3
年
）　

◆
鰍
沢
納
税
貯
蓄
組
合
会
長
賞

　
消
費
税
10
％
は
本
当
に
高
い
の
か 

溝
口　
　
嶺
（
増
穂
中
3
年
）　

　
私
た
ち
の
明
る
い
未
来 

田
草
川
里
沙
（
増
穂
中
3
年
）　

所得税の還付申告は1月4日（金）から鰍沢税務署へ提出できます。
【対象となる方】
平成24年中の給与所得で源泉徴収税額があった方のうち…
▶マイホームを借入金で取得した場合
▶多額の医療費を支払った場合
▶災害や盗難にあった場合
▶年の途中で退職し、年末調整を受けていない場合
●税務署での申告書作成指導期間

　　1月 24日（木）～ 4月 1日（月）

還付申告は税務署で1月4日から受け付けます
申告期間は2月18日～3月15日

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

e
━
T
a
x（
電
子
申
告
）で

待
た
ず
に
簡
単
申
告
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◆
申
請
書
配
布
方
法

　
各
地
区
の
農
事
会
を
通
し
て
配
布

し
ま
す
。

◆
名
簿
基
準
日

　
平
成
25
年
1
月
1
日

　
（
1
月
1
日
現
在
の
状
況
を
お
書

き
く
だ
さ
い
）

◆
耕
作
面
積
要
件

　

世
帯
で
1
，0
0
0
㎡
（
1
反
）

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方

◆
住
所
要
件

　
富
士
川
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

方◆
年
齢
要
件

　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
20

歳
に
な
る
方

◆
就
業
要
件

　
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方

◆
提
出
期
限

　
1
月
10
日
（
木
）

※ 

農
事
会
に
加
入
し
て
い
な
い
農
家

の
方
は
、
町
農
業
委
員
会
に
連
絡

を
頂
け
れ
ば
事
務
局
か
ら
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
22
│
7
2
1
4

［11月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落 札 業 者

道の駅建築主体工事 青 柳 町 384,800,000 ㈱早野組・日経工業㈱ JV
道の駅電気設備工事 青 柳 町 84,700,000 ㈱ 伸 電 工 業
道の駅機械設備工事 青 柳 町 66,700,000 ㈲ 梶 本 管 工
道の駅地中熱設備工事 青 柳 町 28,300,000 ダ イ カ ン ㈱
最勝寺 989 番地先配水管布設工事 最 勝 寺 870,000 ㈲ 長 澤 水 道
可燃用指定ごみ袋購入 青 柳 町 4,300,000 越 健 産 業 ㈱
公共施設清掃業務委託 町 内 1,780,000 ㈱ 三 友
通学路路肩カラー化工事 町 内 4,600,000 ㈱ 太 陽 社
鳥屋地内水路改修工事 鳥 屋 470,000 ㈱ 甲 州 土 木
長沢排水機場改修工事 長 沢 2,200,000 ㈲ 井 上 興 業
町道小柳川長知沢線法面補強工事 鰍 沢 15,400,000 ㈱ 柳 澤 建 設

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

　
第
2
回
富
士
川
町
農
業
委
員
選
挙
は
平
成
25
年
7
月
に
執
行
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
町
農
業
委
員
会
で
は
次
の
要
件
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
を
行
い

ま
す
。
新
し
い
農
業
委
員
を
選
ぶ
大
切
な
手
続
き
で
す
。
該
当
す
る
農
家
の

み
な
さ
ま
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成25年度学生募集
　山梨県の高齢者生涯学習機関である「山梨ことぶき
勧学院」では、来年度の学生募集を行います。
【入学案内・募集要項配布】
　 1月下旬から（教育委員会や教育事務所などで配布
予定です）

【出願受付】
　2月1日から（定員になり次第締切）
●問い合わせ　山梨県教育庁社会教育課
　　　　　　　☎055－223－1772

　県内各地へ担当相談員が出向く「移動県民相談」
を開催します。
　◆日　　時 1月17日（木）
 午前10時～午後3時
　◆場　　所 南巨摩合同庁舎2階A、B会議室
 （鰍沢771－2）
　◆相談内容  法律、土地、住宅、交通事故、消

費生活相談など
●問い合わせ先　山梨県民センター
　　　　　　　　☎055－223－1571

「山梨ことぶき勧学院」 「移動県民相談」を開催します

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
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◆ 

平
成
25
年
1
月
14
日
（
月
・
祝
）

午
後
2
時
か
ら

　
自
由
席
・
7
0
0
円

　
（
高
校
生
以
下
無
料
）

　

 

ゲ
ス
ト　

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
ヴ
ィ
ッ
ラ
・
デ
ィ
・
ム
ジ
カ
」、

鰍
沢
ば
や
し
保
存
会
員

◆ 

平
成
25
年
1
月
26
日
（
土
）
27
日

（
日
）
い
ず
れ
も
午
後
0
時
か
ら

　
懐
か
し
の
昭
和
・
喜
劇
映
画
特
集

　

 

自
由
席
・
5
0
0
円
（
1
日
2
作

品
上
映
）
当
日
券
の
み
（
前
売
な

し
）

◇ 

1
月
26
日
「
本
日
休
診
（
松
竹
大

船・昭
和
27
年
）」「
駅
前
旅
館（
東

京
映
画
・
昭
和
33
年
）」

◇ 

1
月
27
日
「
ニ
ッ
ポ
ン
無
責
任
時

代
（
東
宝・昭
和
37
年
）」「
喜
劇・

女
は
男
の
ふ
る
さ
と
ヨ
（
松
竹
・

昭
和
46
年
）」

　

 

日
大
芸
術
学
部
の
学
生
が
指
導
し

ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
！　
体
育

の
授
業
（
ダ
ン
ス
）
の
参
考
に
、

運
動
不
足
の
解
消
に
、
身
体
を
動

か
し
ま
せ
ん
か
。

A 

「
大
人
の
た
め
の
舞
踊
講
座
」

（
40
〜
70
代
対
象
・
車
椅
子
の
方

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

◆ 

2
月
9
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

B 

「
ダ
ン
ス
で
遊
ぼ
う
！　
中
高
校

生
ダ
ン
ス
体
験
講
座
」

◆ 

2
月
9
日
（
土
）
午
後
1
時
〜
4

時
C 

「
ダ
ン
ス
作
品
創
作
体
験
講
座
」

（
10
〜
60
代
対
象
）

◆ 

2
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

D 

「
ダ
ン
ス
で
遊
ぼ
う
！　
小
学
生

ダ
ン
ス
体
験
講
座
」

◆  

2
月
11
日
（
月
・
祝
）
午
前
9
時

〜
12
時

会　
場　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

定　
員　
各
講
座
20
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装・履
物
、

タ
オ
ル
（
汗
用
）、
飲
物
※
C
講
座

受
講
者
は
各
自
昼
食
持
参
。

受
講
料　
無
料

申
込
み　
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー

ル
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
、

希
望
講
座
明
記
の
上
）

【
申
込
・
問
合
せ
】
文
化
ホ
ー
ル

　
T
E
L
22
│
8
8
1
1

　
F
A
X
22
│
8
8
1
5

《
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
》

bunka@
tow
n.fujikaw

a.lg.jp
　
富
士
川
町
民
文
化
展
は
、
10
月
27

日
か
ら
29
日
ま
で
鰍
沢
地
区
、
11
月

17
日
か
ら
19
日
ま
で
増
穂
地
区
と
2

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

10
月
27
日
に
街
角
の
音
楽
祭
、
11
月

18
日
に
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
多
彩
な
芸
術
月

間
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
町
文
化
功
労
者
表
彰
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
文
化
功
労
者
表
彰

　
　
井
上
信
太
郎
氏
（
最
勝
寺
）

◆
文
化
功
労
者
特
別
表
彰

　
　
深
澤　
昌
廣
氏
（
鰍
沢
南
）

芸能フェスティバル 文化祭文化展（増穂地区） 文化祭文化展（鰍沢地区）

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX22－8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

第3
回

町民
文化
祭

開催
!!

イ
ベ
ン
ト
情
報

『
ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ
ア
』

　
2
0
1
3

　
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

甦
る
不
朽
の
名
作

　
『
日
本
映
画
名
作
選

in
富
士
川
」

「駅前旅館」昭和 33年東京映画

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
体
験
教
室

2012 街角の音楽会
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所
有
者
が
分
か
る
も
の
を

付
け
ま
し
ょ
う

　
あ
な
た
の
ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
り
、
不

慮
の
事
故
に
あ
っ
た
り
し
て
家
に
戻
れ
な
く

な
っ
た
と
き
に
、
発
見
さ
れ
て
も
名
札
や
鑑
札

な
ど
の
飼
い
主
が
分
か
る
も
の
が
な
け
れ
ば
連

絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
室
内
外
問
わ

ず
、
名
札
や
鑑
札
等
は
付
け
ま
し
ょ
う
。

ご
近
所
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に

　
動
物
を
飼
う
場
合
に
は
（
特
に
屋
外
）
注
意

が
必
要
で
す
。
抜
け
毛
（
抜
け
羽
毛
）、
臭
い
、

泣
き
声
な
ど
は
、
ご
近
所
の
方
が
敏
感
に
感
じ

る
も
の
で
す
。
ふ
ん
・
尿
の
始
末
や
動
物
の
健

康
へ
の
配
慮
な
ど
、
周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
、
適
正
に
飼
育
す
る
よ
う
努
め
ま

し
ょ
う
。放

し
飼
い
は
禁
止
！

　
ペ
ッ
ト
を
屋
外
で
飼
う
と
き
は
、
丈
夫
な
綱

や
鎖
で
ペ
ッ
ト
が
敷
地
外
に
出
な
い
よ
う
に

つ
な
ぐ
か
、
柵
や
お
り
の
中
、
家
の
中
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。
散
歩
中
に
離
す
の
も
厳
禁
で
す
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
ん
・
尿
の
後
始
末
は

飼
い
主
の
責
任
で
す

　
散
歩
の
と
き
は
、
ふ
ん
の
処
理
用
具
、
水
を

入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
携
帯
し
、
ふ
ん
を
し

た
と
き
は
必
ず
自
宅
に
持
ち
帰
り
、
尿
を
し
た

と
き
は
水
で
流
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
宅

で
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

餌
を
あ
た
え
な
い
で

　
お
腹
を
す
か
せ
た
猫
に
餌
を
あ
た
え
る
人
が

い
ま
す
。し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、こ
れ
に
よ
っ

て
猫
が
集
ま
る
の
を
迷
惑
と
感
じ
る
人
も
い
ま

す
。
集
ま
っ
た
猫
に
よ
る
、
ふ
ん
・
尿
の
被
害

も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
エ
サ
を
あ
た
え
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
時
は
、
役
場
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
9

　
冬
至
か
ら
元
日
に
か
け
て
、
高
下
地
区
は
、

富
士
山
頂
か
ら
の
日
の
出
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富

士
）を
望
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
渋

滞
緩
和
対
策
と
し
て
、
次
の
と
お
り
交
通
規
制

（
一
方
通
行
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課
観
光
振
興
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
2

犬の飼い方教室のご案内
◆日時 2 月 6日（水）
 午後 2時講義・実演（受付 1時半～）
◆場所 南部町活性化センター多目的ホール
 （南部町福士 28505－2）
◆参加 無料（申込みが必要です）
※　 愛犬の同伴参加はできませんのでご注意くだ
さい。

●申込み・問い合わせ先
　峡南保健所衛生課　　　☎ 22－8151
　動物愛度指導センター　☎ 0555－273－5034

ペットは正しく飼いましょう！

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

規制日時
平成 24年 12月 31日（月）
　　　　　　　　　午後 11時～
平成 25年 1月 1日（火）
　　　　　　　　　午前 9時まで
※ 当日は、係員の指示に従ってください

林道立石清水線

林道赤石高下線

至 泊平

県営赤石高下線

至 平林
日出づる里農村公園

県道高下鰍沢線
至 仙洞田

至 最勝寺

至 国道 52号

土録

砂垈

県道高下鰍沢線

老人ホーム 増穂南小

妙法寺

下高下

交通規制
→ 一方通行

ダイヤモンド富士
鑑賞スポット
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中込　　智くん
6歳

（青柳町）

　おいも掘りをしたと
ころを描きました。
　みんなでおいもを
掘ってとても楽しかっ
たです♪

　平成25年1月19日・20日に開催される「やまな
し国民文化祭～和太鼓の祭典」に出演される「鰍沢ば
やし保存会」の活動についてお伺いしました。

■太鼓との出会い
　自分が小学校低学年くらいの時は、山車の巡行まつ
りが定期的に行われており、山車の上で「鰍沢ばやし」
を演奏する大人たちの立ち振る舞いに強く惹かれまし
た。最初は山車の巡行まつりの時など、地元の先輩方
から太鼓の叩き方を見よう見まねで教えてもらいまし
た。また、中学校に入ったときには、学園祭で鰍沢ばや
しを発表することになり、その時に教えていただいた
のが鰍沢ばやし保存会の方々でした。その頃は太鼓な
ど人数分用意できなく、竹で太鼓を作り演奏しました。
　高校1年生のときには山梨県で全国高校総合文化祭
が開催され、中学校時代の同年代の仲間たちと鰍沢ば
やしを演奏しました。また、鰍沢ばやし保存会に入っ
たのも、丁度その頃でした。
　今では自分の子供も太鼓を演奏するようになり、自
らも指導する側になりました。指導するうえで一番に
心がけていることは、古くから続く鰍沢ばやしの音色・
リズムなど、自分たちが先輩方より受け継いだ伝統を
しっかりと後輩達に伝えていくことです。

■やまなし国文祭に向けて
　今、1月19・20日に行われる「和太鼓の祭典」に
向けて一生懸命練習しています。子供たちも含め皆や
る気に満ち溢れています。京都の祇園ばやしがルーツ
とも云われている鰍沢ばやしの音色を皆様に楽しんで
もらいたいです。
　また、4月21日には山車の巡行まつりが開催されま
す。当日は、鰍沢ばやし保存会のメンバーが、4台あ
る山車に別れて乗りこみ、鰍沢ばやしの演奏を一生懸
命いたしますので、そちらも皆様にご覧いただきたい
と思います。

高橋　与
とも
樹
き
さん（鰍沢北）

～先人から紡いだ伝統の祭囃子を
　後世に伝えていきたい～

【
妙
法
神
堂
祭
典
】

◇どんなお仕事をしていますか？
　病院の医療事務として、受付業務や診療補助などを
して働いています。
◇富士川町をどう思いますか？
　1年を通して様々なイベントがあり、自然が豊かな
住みよい町だと思います。
◇富士川町に期待することは？
　広い図書館や公園など、みんなが集まって楽しめる
施設を充実させてほしいです。
◇ご趣味、好きなスポーツは？
　山登りです。素晴らしい景色が見れたり、日頃味わ
えない達成感を得ることができるので、とても楽しい
です。今年の夏には念願の富士山にも登り、とてもい
い経験になりました。
　ほかにはサッカー観戦や、食べ歩き、旅行も大好き
です。
◇将来の目標は？
　笑顔いっぱいの楽しい家庭を築くことです !!

二宮由希子さん
［24歳・天神中条］
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【ソフトバレーボール】
第1回富士川町ソフトバレーボールフェスティバル
（12月2日（日）富士川町民体育館）

Aパート JAふじかわA
Bパート スポ少男子会
Cパート 中条ママさん
Dパート ウチダ・ファミリー
Eパート やさほ
Fパート 𣇃米ママさん
小学生の部 スポ少B

【
短　

歌
】

扱こ

ぎ
置
き
し
桃
の
大
株
燃
や
さ
ん
と
風
を
た
し
か
め
畑
に
い
で
ゆ
く

 

堀
内　

久
子

こ
と
さ
ら
に
夕
焼
け
空
が
美
し
い
リ
ハ
ビ
リ
室
に
歩
行
器
を
押
す

 

堀
内　

竹
子

と
ん
ぼ
と
は
「
飛
ん
坊
」
な
ら
ん
秋
空
を
自
在
に
回
る
と
う
め
い
な
羽

 

秋
山
美
弥
子

【
俳　

句
】

古
寺
の
秘
仏
夢
み
る
冬
櫻 

山
本　

達
雄

山
影
の
か
ぶ
さ
っ
て
き
し
冬
田
か
な 

樋
口　

易
子

き
ら
め
く
や
八
手
の
花
の
雨
雫 

神
田　

初
枝

【
川　

柳
】

空
気
に
は
な
れ
ぬ
夫
婦
維
持
し
て
る 

大
森　

征
子

老
人
の
プ
ラ
ン
は
い
つ
も
空
廻
り 

中
村
み
な
恵

忘
れ
て
た
自
然
が
牙
を
む
く
事
を 

樋
口
す
み
江

【サッカー】第26回増穂杯サッカー大会
（12月2日（日）利根川公園スポーツ広場ほか）
A・Bパート
優　勝　増穂SC
準優勝　クレセガナールSC
Cパート
優　勝　Uスポーツクラブ
準優勝　フォルトゥナSC・P
Dパート
優　勝　ヴォルケーノ富士吉田ひがしSC
準優勝　FCレックス
ピッコロの部
優　勝　クレセガナールSC
準優勝　増穂SC　A

2013年

本年もよろしくお願いします
新刊案内

『ザ・カジュアル・ベイカンシー』
『面積の発見』　『山あり愛あり』佐川光晴著
『表紙裏の書誌学』　『富士山うたごよみ』
『日本の旧家「雛めぐり」の旅見』
『いいこで　ねんね』　『刺客 .com』曽根圭介著
『わたしのゆたんぽ』　『ふる』西加奈子著
『このあかいえほんをひらいたら』
『ジョン・マン　青雲編』山本一力著　『いじわる』
『三匹のかいじゅう』椎名誠著
『スノーボードはじめてBOOK』
『フィギュアスケート美のテクニック』

　12月2日、町民会館において、『第3回ふじかわカッ
プ小中学生将棋大会』が開催
され県内から51名のちびっ
子棋士が熱戦を繰り広げまし
た。本戦のAブロックの入
賞者は次のとおりです。（敬
称略）

優勝
明けま

しておめでとうございます

　　1月 12（土）
午前 11時～ 11時半
町民会館 1階和室
　お正月のおはなしなど

　お楽しみに　

図書館ボランティア
「銀のしずく」
　今年も

頑張ります !!

おはなし会

初開館は 1月 4日（金）です

優勝

中学生の部
　　優　勝　西沢　友汰（山梨大学付属中 2年）
　　準優勝　金丸　将也（富竹中 2年）
5・6年生の部
　　優　勝　福田　洸大（池田小 6年）
　　準優勝　星野　匡哉（日川小 5年）
4年生以下の部
　　優　勝　今泉　怜太（山梨大学付属小 4年）
　　準優勝　西川シュリ（双葉東小 2年）

ふじかわカップ小中学生将棋大会

（13）平成 25. 1 月号　No.34



健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

　
「
食
中
毒
と
言
え
ば
夏
」
…
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
食
中
毒
は
、
そ
の
件
数
・
患
者

数
と
も
に
最
も
多
い
の
は
、
実
は
冬

場
な
の
で
す
。

　
東
京
都
を
は
じ
め
多
く
の
県
な
ど

で
流
行
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
山
梨
県
で
も
富
士
・
東
部
保
健

所
管
内
で
警
報
レ
ベ
ル
に
入
る
な

ど
、
今
年
度
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
※
の
患
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
同
時
期
に
お
い

て
は
過
去
10
年
間
で
、
第
2
位
の

水
準
と
な
っ
て
お
り
、
既
に
県
内
で

8
8
4
人
の
食
中
毒
患
者
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。（
12
月
15
日
現
在
）

※
感
染
性
胃
腸
炎
に
は
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
（
冬
に
多
い
）、
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
（
春
に
多
い
）、様
々
な
細
菌
（
夏

に
多
い
）
な
ど
様
々
な
原
因
に
よ
る

も
の
を
含
む
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
っ
て
？

　

冬
場
を
中
心
に
流
行
し
、「
食
品

か
ら
人
」
だ
け
で
は
な
く
、「
人
か

ら
人
」
に
感
染
し
ま
す
。
特
に
集
団

生
活
を
送
っ
て
い
る
施
設
で
は
人
か

ら
人
に
感
染
し
、
爆
発
的
に
流
行
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

感
染
の
原
因
は
？

　
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
カ
キ
な
ど
の

二
枚
貝
を
食
べ
て
お
こ
す
ほ
か
、
感

染
者
の
調
理
し
た
料
理
や
、
感
染
者

の
便
・
お
う
吐
物
か
ら
空
気
中
に
飛

散
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
口
か
ら
入
り
感

染
す
る
、人
か
ら
人
へ
の
「
感
染
症
」

も
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
わ
ず
か
1
0
0
個
以
下
の
ウ
イ
ル

ス
で
も
感
染
す
る
ほ
ど
の
強
い
感
染

力
で
、
12
月
〜
1
月
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。

症
状
は
？

　
感
染
し
て
24
〜
48
時
間
後
に
吐
き

気
、
お
う
吐
、
腹
痛
、
下
痢
、
発
熱

な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
や
幼
児
な
ど
の
抵
抗
力
の

弱
い
方
は
重
症
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
発
症
し
て
か
ら
2
〜
3
日

で
回
復
し
ま
す
。

　
感
染
し
て
発
症
し
な
い
方
も
い
ま

す
が
、
ふ
ん
便
中
に
は
大
量
の
ウ
イ

ル
ス
が
排
泄
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

感
染
症
と
し
て
の
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
対
策
を
も
う
一
度
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

●
ま
ず
基
本
の
「
手
洗
い
！
」

ウ
イ
ル
ス
を
し
っ
か
り
洗
い
流
し
ま

し
ょ
う
。

●
下
痢
止
め
は
、
回
復
を
遅
ら
せ
る

事
が
あ
り
ま
す
。
自
己
判
断
で
飲
ま

ず
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
覚
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
食
品

を
扱
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

症
状
が
治
ま
っ
て
も
一
週
間
程
度
は

ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
る
事
が
あ
る

の
で
、
注
意
を
忘
れ
ず
に
！

●
下
痢
を
し
て
い
る
人
の
入
浴
は
一

番
最
後
に
。
ま
ず
お
尻
か
ら
洗
い
ま

し
ょ
う
。

●
乳
幼
児
が
発
症
し
た
際
の
オ
ム
ツ

の
処
理
は
、
一
か
所
に
決
め
処
理
後

の
場
所
の
消
毒
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
便
・
お
う
吐
物
な
ど
の
汚
物
処
理

は
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
中
に
飛
散
し
な

い
よ
う
に
処
理
す
る
こ
と
が
肝
心
で

す
。

【
処
理
手
順
】

① 

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
し
、
ウ
イ
ル
ス

が
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
ぺ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
汚
物
を
す
ぐ

に
覆
う
。

② 

外
側
か
ら
内
側
に
包
み
込
む
よ
う

に
静
か
に
拭
き
取
る
。

③ 

拭
き
取
っ
た
汚
物
や
オ
ム
ツ
等

は
、
す
ぐ
に
消
毒
薬
※
の
入
っ
た

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
き
ち
ん
と

縛
っ
て
捨
て
る
。

【
台
所
用
塩
素
系
漂
白
剤
で
の

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
消
毒
液
の
作
り
方
】

消
毒
に
は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
台
所
用
塩
素
系
漂
白
剤
）
が
有
効

で
す
。

★
調
理
器
具
や
通
常
の
お
掃
除
用

　
1
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入

れ
、
キ
ャ
ッ
プ
1
杯
の
漂
白
剤
を
加

え
る
。

★
汚
染
物
・
ト
イ
レ
な
ど
の
場
所
用

　
5
0
0
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水

を
入
れ
、
キ
ャ
ッ
プ
2
杯
の
漂
白
剤

を
加
え
る
。

※ 

使
用
時
に
は
換
気
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

今月は、中込保健師です。

《ノロウイルス
対策の情報》

厚生労働省HP
http://www.
mhlw.go.jp/
topics/syoku
chu/03.html#
link01-01

家
族
が
感
染
し
た
と
き

家
庭
内
で
注
意
し
た
い
こ
と

人
か
ら
人
へ
の
感
染
を

広
め
な
い
た
め
に

家族みんなで
意識して予防に
取り組みたい
ですね
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今
年
の
テ
ー
マ
は
…
魚
！

　

12
月
4
日
（
火
）・
5
日
（
水
）

朝
の
業
前
活
動
の
時
間
に
「
魚
、
大

好
き
！
」
と
題
し
て
、
魚
を
食
べ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
給
食
で
よ
く
登
場
す
る
10
種
類
の

魚
（
さ
け
・
さ
ば
・
さ
わ
ら
・
ほ
っ

け
、
い
わ
し
、
あ
じ
、
し
し
ゃ
も
、

し
い
ら
、
メ
ル
ル
ー
サ
、
ホ
キ
）
の

写
真
パ
ネ
ル
を
見
せ
な
が
ら
、
そ
の

名
前
や
漢
字
・
特
徴
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
り
、
魚
の
栄
養
の
特
徴

で
あ
る
「
脂
」
に
つ
い
て
話
し
た
り

ま
し
た
。

　

20
分
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た

が
、
給
食
委
員
会
の
5
・
6
年
生
12

名
が
緊
張
し
な
が
ら
テ
レ
ビ
の
画
面

か
ら
呼
び
か
け
る
姿
に
、
全
校
児
童

が
目
と
耳
を
傾
け
、
充
実
し
た
食
の

学
習
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
ビ
デ
オ
集
会
が
行
わ
れ
た
4
日
と

5
日
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
は
、
両
日
と

も
「
魚
メ
ニ
ュ
ー
」
で
し
た
が
、
名

前
や
特
徴
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
楽

し
そ
う
に
完
食
す
る
姿
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
給
食
で
は
、
魚
を
お
い
し
く
食
べ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
魚
の
生
臭
み
を

消
す
た
め
に
「
は
ち
み
つ
」
を
下
味

に
使
用
し
た
り
、
甘
辛
の
煮
魚
に
し

た
り
、
野
菜
と
チ
ー
ズ
を
混
ぜ
た
も

の
を
魚
に
の
せ
て
グ
ラ
タ
ン
風
に
し

た
り
、
特
製
の
衣
を
ま
ぶ
し
て
揚
げ

た
り
…
と
、
い
ろ
い
ろ
な
味
付
け
・

調
理
法
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
。魚

の
「
あ
ぶ
ら
」
に
注
目
！

　
青
魚
と
呼
ば
れ
る
魚
に
多
く
含
ま

れ
る
不
飽
和
脂
肪
酸
の
D
H
A
（
ド

コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）と
E
P
A（
エ

イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）
は
、
血
液

を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
動
脈
硬
化
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
効
果
が
注

目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
家

庭
の
食
事
に
も

魚
メ
ニ
ュ
ー
を

登
場
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

企
業
は
今
、
多
様
な
実
力
の
あ
る

人
材
を
活
用
し
、
働
き
な
が
ら
私
生

活
も
充
実
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
に
は
関
係
が
な
い
と
、

傍
観
者
や
部
外
者
の
立
場
に
立
つ
人

が
男
性
に
は
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
企
業
は
社
員
の
意
識

を
変
え
よ
う
と
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
を
紹

介
し
ま
す
。

　

あ
る
会
社
で
は
、
2
年
前
に
『
イ

ク
メ
ン
（
育
児
を
積
極
的
に
率
先
し

て
行
う
男
性
の
こ
と
）』
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
呼
び
か

け
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
は
な
か
な

か
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
家
の

こ
と
は
妻
が
全
部
や
っ
て
い
る
か
ら
」

「
も
う
子
ど
も
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
し
、
今
さ
ら
…
」
と
い
う
消
極
的

な
男
性
社
員
が
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、「
男
性
社
員
の
趣
味
を
生
か

し
て
、
地
域
の
社
会
貢
献
に
取
り
組

む
」
と
い
う
方
法
に
変
え
ま
し
た
。

　

筋
金
入
り
の
無
線
マ
ニ
ア
の
社
員

の
例
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

彼
の
家
族
は
、
彼
の
無
線
の
趣
味

に
対
し
て
全
く
関
心
が
な
い
ば
か
り

か
、「
部
屋
に
こ
も
っ
て
ば
か
り
で
、

何
が
楽
し
い
の
か
し
ら
」「
暗
い
趣
味

ね
」
と
軽
ん
じ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

無
線
の
技
術
を
生
か
し
て
、
地
域
の

子
供
向
け
の
工
作
教
室
で
指
導
を
し

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
工
作
教
室
は

大
好
評
だ
っ
た
の
で
す
。
身
の
回
り

グ
ッ
ズ
を
使
っ
た
電
池
や
音
声
記
録

装
置
を
披
露
し
た
ら
、
参
加
し
た
生

徒
た
ち
、
特
に
男
子
小
学
生
た
ち
に

は
ま
る
で
魔
法
の
よ
う
に
映
っ
た
の

で
す
。
彼
の
末
の
娘
さ
ん
に
対
し
て
、

同
級
生
の
男
子
た
ち
か
ら
「
お
ま
え

の
父
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
な
あ
。
俺
ら

尊
敬
し
ち
ゃ
う
よ
」
と
賞
賛
の
声
が

集
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
家

族
の
彼
を
見
る
目
は
、
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
っ
た
の
で
す
。
今
で
は
、
工
作
教

室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
家
族
を

あ
げ
て
彼
を
手
伝
う
な
ど
、
家
族
の

一
体
感
も
高
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

社
員
が
、
趣
味
や
職
場
で
培
っ
た

技
能
を
活
か
し
て
地
域
貢
献
・
社
会

貢
献
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
知

名
度
・
高
感
度
は
右
肩
上
が
り
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
し
、
組
織
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

地
域
活
動
へ
の
参
画
は
、
地
域
の

人
と
触
れ
合
い
、
情
報
を
得
る
た
め

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
あ
な
た
も
地
域

人
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

増
穂
小
学
校
で
は
、
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
食
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
校
児
童
へ
む
け
て
、

給
食
委
員
会
に
よ
る
ビ
デ
オ
集
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今月は教育委員会
増穂小学校が担当です
☎ 22－5361

給
食
委
員
会
ビ
デ
オ
集
会
で
、
食
の
学
習
！

趣味を生かして
地域人に！

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

▲給食委員がわかりやすく説明しました

▲ビデオ集会の様子
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　11月 18日（日）、小
室山妙法寺において、
「ゆずの里まつり」が開
催されました。写真：ま
ほらの郷鷹座巣小林八
幡太鼓に特別参加した
吉本芸人「ぴっかり高
木といしいそうたろう」

増小125周年記念式典
　11 月 28 日（水）、増穂小学校創
立 125 周年の記念式典が行われま
した。当日は増穂小学校吹奏楽クラ
ブの演奏や 25年前に埋設されたタ
イムカプセルの開封式などが行われ
ました。
写真：タイムカプセル開封式の様子

　11 月 25 日（日）、ま
すほ文化ホールにおい
て、町民ファッション
ショー「富士川スタイル
コレクション 2012」が
開催され、思い思いの“勝
負服” で登場しました。

町民ファッションショー開催

陶芸を通じての日韓文化交流
　12 月 1日～ 17 日、「ギャラリー
青柳」において、韓国を代表する陶
芸家の權　相仁（クオン・サンイン）氏
と富士川町を代表する陶芸家・太田
治孝氏、岡見周二氏、石井七生氏な
どと日韓文化交流を目的とした展示
会が開催されました。写真：（中央）
權　相仁氏　（右）石井七生氏

児童センターまつり
　12 月 1 日（土）、
かじかざわ児童セン
ターにおいて、「児
童センターまつり」
が開催されました。
写真：ぶっくん座の
公演で盛りあがる会
場

芸人×ゆずの里まつりもみじ祭り開催
　11 月 18 日
（日）、大柳川やす
らぎ水辺公園（鳥
屋地区）において
「もみじ祭り」が
開催され、多くの
来場者で賑わいま
した。

芸人×氷室の郷ふれあい祭り
　11 月 25 日（日）、みさき耕
舎（平林地区）において、「氷
室の郷ふれあい祭り」が開催さ
れました。総合司会を務めた富
士川町住みます芸人の「ぴっか
り高木といしいそうたろう」が
会場を多いに盛り上げました。

増穂西小・山梨県緑の活動発表
会において最優秀賞を受賞！

　11 月 23 日
（金）、「山梨県緑
の活動発表会」に
おいて、増穂西小
学校・緑の少年隊
が最優秀賞を受賞
しました。

NEWS 「志村学町長・年頭の挨拶」が富士川CATV（11ch）にて放送されます。
放送日時：平成 25年 1月 1日～ 7日　（①午前 9時　②正午　③午後 9時）

平成 25. 1 月号　No.34（16）



善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　8万円　首都圏増穂会ふるさと訪問団
　町の振興のために
一金　　3万円　県職富士川会
　町の福祉のために
書籍「戦争を知らない世代へ」4冊
　一般財団法人山梨県遺族会女性部　教育資料として
◆増穂小学校へ
ブルーレイディスクプレーヤー 20 台（25 万円相当）

昭和 24 年 4月増穂小学校入学生
古希を祝う会　代表内田武人

　古希に際して出身校である増穂小学校の教育のために

戸籍の窓
自 11 月 1日　至 11 月 30 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 小　　　林 渡邊　柚乃 （ゆ　の） 女 治
　 〃 鈴木　聖崇 （きよたか） 男 賢
 大　　　椚 石黒　亜樹 （あ　き） 女 幹
 青　柳　町 小林　　陽 （は　る） 男 大　樹
 鰍　沢　北 藤野　桃夷 （とうい） 男 陽　介

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 最　勝　寺 小澤（橋村）卓 真　美 
 小　　　林 遠藤　翔太 裕　美 （ 志 村 ）
 青　柳　町 知念ケンジ 満　李 （ 中 込 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
最　勝　寺 井上　文一 90 正　　樹
 𣇃　　　米 深 　常雄 96 久
 〃 加賀美アサ子 82 利　　夫
 〃 中 昭太郎 85 昭　　彦
 小　　　林 深澤　　一 66 瑞　　保
 〃 齊藤マサジ 87 　　二
 長　　　沢 大堀　安雄 88 峰　　美
 〃 内池日出男 90 洋
 〃 井上かねよ 94 四 子 男
 大　　　椚 平田ち  89 久　　和
 〃 井上　照子 86 紀　　孝
 〃 井上あき子 87 　　雄
 青　柳　町 秋山けさ子 79 立花勝美
 〃 立花小百合 51 勝　　美
 〃 笹本  90 順　　次
 〃 内田　　靖 50 金子俊一
 平　　　林 秋山　典明 84 田 美 子
 小　　　室 深沢まつ江 98 利　　弘
 〃 深 婦美惠 91 壽　　郎
 鰍　沢　北 朝岡キヨコ 86 保坂和子
 〃 栁 　孝子 74 晋　　平
 〃 萩原壽美子 82 村松　淳
 鰍　沢　中 中 　唯雄 86 宏　　樹
 鰍　沢　南 宮　　力 73 雨宮研二

ひとのうごき（12月 1日現在）
人　口 16,582 人 （－ 36）
　男 8,032 人 （－  8）
　女 8,550 人 （－ 28）
世　帯 6,292 戸 （－  6） ※ (　)内は対前月比

　国民文化祭やまなし2013
　来年開催される「第 28回国民文化祭やまなし 2013」のオー
プニングステージ出演メンバーに増穂中学校 2年生の和久智
穂さん（右から 2番目）と井上知香さん（中央）が選ばれま
した。
　2人は和太鼓の祭典に出場するまほらの郷鷹座巣小林八幡
太鼓のメンバーとして活躍しています。

富士川町ユネスコ協会　募金活動の結果
　富士川町ユネスコ協会では、11 月 11 日に行われた甲州
富士川まつりにおいて、ユネスコ世界寺子屋運動募金活動を
行い、来場された多くの方々からご協力を頂きました結果、
31,813 円の募金が集まりました。
　これらは、世界中に約 7億人いる字の読めない人たちのた
めに、勉強する場所である「寺子屋」を作る「ユネスコ世界
寺子屋運動」という活動に役立てていきます。
　ご協力いただいたみなさま、本当にありがとうございまし
た。

●問い合わせ先
　富士川町ユネスコ協会事務局（教育委員会内）☎ 22－5361

山梨県最低賃金が改正されました
1 時間　695 円（平成 24年 10月 1日発効）

●詳しくは　山梨県労働局賃金室　☎ 055－225－2854
　　　　　　鰍沢労働基準監督署　☎ 22－3181

労働契約法が改正されました
　平成24年 8月 10日に「労働契約法の一部を改正する法律」
が成立し、有期労働契約について次の 3つのルールが規程さ
れました。
　●無期労働契約への転換（施行日：平成 25年 4月 1日）
　●「雇止め法理」の法定化（施行日：平成 24年 8月 10日）
　●不合理な労働条件の禁止（施行日：平成 25年 4月 1日）
山梨労働局では、県下の労使をはじめ県民のみなさまを対象
に改正労働契約法等に関する説明会を開催します。
　■ 1月 16日（水）13時半～　山梨県立文学館
　■ 1月 17日（木）13時半～　都の杜うぐいすホール
　■ 1月 18日（金）13時半～　身延町総合文化会館

◆申込み・問い合わせ先
　山梨労働局監督課　☎ 055－225－2853

◀
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「ただいま！」
12月に改装工事が終了し新しくなった第4保育所では、元気な子どもたちの明るい声が響き渡っています。

3 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

入倉　　丈
たける

くん
（ 4歳・長沢）

父　司さん・母　有子さん

入倉　愛
あい
琉
る

ちゃん
（ 1歳 1ヵ月・長沢）
父　司さん・母　有子さん

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

望月　絆
き
愛
いと

ちゃん
（ 1歳 1カ月・中部）
父　司さん・母　瞳さん

海野　大
たい
知
ち

くん
（ 1歳 4カ月・鰍沢中）
父　克也さん・母　とも子さん
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